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芝川tら形金!;O不足羽t7-'aゥたく害程f二J巧す/-rら爪 Z， c主いをケの(':，3¥玄ヲ 汚? い

か芯~昏1写宅テ，三k封7 の壱のさ lユ 16 1 ¥ j を肌「志，あ&-ィ三E討さId(;'ユリ乏でテち，7b、

hリE'f;っtした校ヲて 1喜俸が尽Uまラ之のち，魯岱が.c'めd:うにしてを堤

のため9午荷主のづ有馬/(級車執序左手に入mきめかE，意之怠けl1¥.瓜ご怠ちた1¥ 0 
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F三段、ん，そうし E格支の形密(号委主o!鳥リのありづき〉をの宅去 の訳、，要'岸力、ら事

!包八と転手%~くりが之して II~ の下三、〆島fZf-1J・:貴之るまえに，モí ¥.j¥.{e}.表理主宣ヲ

て外八怯~のぎ忌汁札l孟・ Tð ら思いし， 事干ι俸がおa:..;>て閉c.fd..I¥うちに.芝川t;l

良住ヒ主主砕す~のさ怠け L代/J:'TJ.ち広い a っきり，間現在的怠1与問力主 1干して.
"・。。

永住から与年ペ之羽旦に弦耳しJ1)勺之いるの否みZLe ごのzうにし 2.f土生7防
長一息障を朗、乙し-z1o-1t亨 d 笠間怠諮問一匹(SF'入誤乏にき践

す;;q iムマと:;)-4.l E興酌吉弘){'ラド、:-'7ぇ(7)，ように〉当呈に浮世んさ、)， ~しか

1三1¥ 0 ちし. Du北 hei1)¥ o)いう「社全酌事実 fo.λt.5".vc.lo....~ ...lにEつL-t ，3、:nわ

しい毛の TJぐあ 3 とす ~1\ ロr，を UUó-二の ， 間 E手権的作用力のう乏に自得 i ，;. 8-e 

Hラ宗主左1aL¥て， 尽かにあ;;;6"11"， 

本島症の!志心， 2i.. 1)と 島桂σ)J予防りと I志，当の争梓の了需のうちに広決して召1I 

芝し之 Td- い.iR:í設的広夢更 7生で(+，~一一広告.r:;... ち，一大マゴ隼!手，昏侍かご十デ7 I 

|手じ‘?-、たあとで~ k.子円山政作動し之広い営為で:あるし.佐フセ芯号俸d詫り/:l-. 

い.:1-た・生記してい尽L¥喜・塩τ、あ5めで:。

自ちを怠りたたtつつ珂五与能I"d-，特定の形往く形弐ザ羊)E色膏す三鼠易保

酌f三割アT亡国立 ¥..1にと之l.j¥E ロ~l民万三. あるいは，三のff'l.径(形ラ夫、性〉にあけ)"t!:

て，自らを令号らん魚台す~<>この cζ うに.午再定のあ 1) 芳をす三稽涯t犬二境保の

散在す z 全廃 E1乏してい 3 のきあ三伏.二U~乏，長弘義的環.J\: normヒミEβi、の

か歯当きあるた、 3 う。社会主 I急が忌らす，経主主著の理J~tl亡 d~ でみたされていえ

堤長め~Þ: t及、〆た去の可能下頁貫q~忍してい玉。われ ID~\\. の竺/手. このよう広奉

安庁主E/J..忌L札之ありう五内庁さr:J.fd. 1、コ

具体的想主主fユ，匹、伊ち，軒定貯写生君。再三q をして，与主権n9写場住壱，

特定の~克之】乙で仁あ 3 しか芯 1\0 魯降l手，特定の規艶K)主主 Lれた主，習0Bか

さJ 租互に阜砕を形舟ずる一一-l0'仇与1:a.与， 白ら E事 1径百;~~\'t. ラから干珍ブ‘

〈ヲ之いく f多言下、1与のだ、相¥ '2. 0 陣容、，を φ 専管の野理司令官や t穴~ %z罰かち摂取芝

山~のさあ 35.

を¥Ilゆえ・ふと l主コード!/メ 'Y-e -~'図式の招きコ三ュニ汁ー =t ヨミ〆め夜、

合モ萌酌理由写に対して， 一定 ζろ主押l耐忍戸乏釘E手r.J:.‘f与すことが、あ勺之rd-. 広ちな

いさあきフ。と L\ う どウ l主幹事ぬ表免除 E人に格競苓 ~I~/"d-、乏}凡で弓むふうお

一担長勺 ~i吾*ε メッて -v、とし之包三主すき、三こいう ε のさ/;J.7aく. をの Jう尽

色王主Eιリた巳ぜ 3とこ 3の積良， メv吃-y‘に'icつ安在E与える也事と芝の t

の乏を，た現岱ハヒfミまTす;;=t:::のきあ 3ゆら。表J11dJ宇守き号とう註念宝閣に;巧ヲ

て.事院!d--，っ~B- Iょ色らの阜住吉三 (14) 令都しつづ・円~" 1ヨ也討ち意提壬と来し

之，現与を名手E向阜市〈と?蔓酒し之ゆくの定。

いまの 〆でた〆tt刻d.. 仰とし之仏革当尽直前C'居(， 0) <:手あるが、〉来島徒主宰E

ヌ~;Sき芭すま‘揺ま乏し.J:うとす三換金に，ぁ Z い 2十で‘'包をらえき二とかJ言、三三だ、 3

う一一定己急御賓均にさミ~';;r十つ lヤらけ'-r-， 高卒員立川てい芯~ \主主の .~\Eまえにし

! て程Iõ-. 二~\ fd..~' d) め芯ことをしれてあ~ 0， 7J' 't. @ F U-Ka-~ <> (j駄をう

;宅、ラウほ，令をか文生三いう ξ 0)"E: :すさ、に知ってい三がちニモで・あ"3.0 を引にし

iてB，てはヲ芝守 3乙，穫の肢のまえに五五回集め到Jd.. 主宰さ尽]";j.1¥めか老し
|仇"Qト¥¥ .，しかし.T良品 t，.¥3いろのt反布市、らまト之. この図fえの~\京、問ちかめ之さ

!否あれ制lす5のであ30主宰と尽， (一時的に室、'2)商らが司(口頭〕芭

i誌八と柱時つけら附理問ぬま)械であZd，コ ヨL2 俺の例
|炉実εむすび‘，ついに民知附しEとしよう。切と芝，初給与た人ヒ
I~の手!二しE賓棋に麦I\ ~lhè ，栴主のメ、γ セ -yl\め島問 éえただ汁さ、広主主円。育長 !
の号偉め怠と?にrJ-.この女写 ~tj? 之?守1更し在人々のモのきあうた理良品、、， c平 i
E象区Tラ〉属高去主主¥.j1..たの Z、あふ | 

思ん Zうに畠11!r前写表現tx:t;っ之いろ直子習カt::=. このような規装と当庄と

のおいた、の令た主主的ザイナ主実、ム I二， ミ主の持、果モ草認めきれ~.ø u-~ IJ-. 乏のよ

う1ユ表琵乏にふ刷玉三乙乏，自らの易保母族住.01寺勘/街宣衣厚柄、rJ..U:、、トり爪てしz

うの Eしちの否あ 1). あらたな節理にをつ之昏俸ε(耳)令告やす3う可白ヘ Z宝生く

おしゃら仇 ~o こうし巴とを阜住l会いった;Z5主得した坦~21屯舟し之 ， あち

た芯怒勢八王こ畠ら左手芸朽:tl! ~t入 E し仇吊‘ l' IJ 自毎回ト¥I.t 1:1'. モうひ1つの事

官ハピ蘇生す3のであき。
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上の命塁豆~) rd-.つ三?のよう志坂長助主主主張E<71ぺ五苦のである一一間続さ

ふLれた斗う厄闇昏f手酌作用t1のid-たらさ方!二 I'J... 二重五的に色って.①~④め4

つの電究IlE dt-と灼 bパ‘きぎあり. また吃u1以qドのεOJE 二之::t~認める ‘3と‘要 l立

(j..いこと.つまり. 芝川 1υ。トめ魚台 lユニ υ\~~信用力の租引きì\b tI. ~して忍くさ
o Q 0 0 。

111.之し Ã う lユず、さ五3>二~一一。 ごめ 7友5見を -t0. 4-作用打武之社す3ことに

してお、く q

二め主 iJíくをうちブ、円 ~l三mに Id- . 2 民砲の持註tJì沢、零芯あ三ヒ豆め ~t\. 6 0 d: 

可7・，①八ゆか互いとセ五よみ国県左手酌作用刀であちことを， ¥ ¥う二乙， をしてを

ののち，町¥l¥ 1{)川氏、車直.し芯け汎lま怠る思い色色玄償持号，①へ③民外め仕方

で1-;:主たらく作用力を宅乙忍ttLI¥ぽ卑くことのでき広いょっ忌現えす穴足当たち芯

い二モこを， いうこ~- ~王手め八:"1::..ご重りに， 辛子持!立二。後手ミ臥認Jb吉r-:- 却1"r-ミac-
の謀議た芯与バく隼平しよう。後民的説話1)'い曳3し芯 t¥ ~ち l' 7ざlユ 伊)の命題

尽暫定駒込主張に之どfZ25庁内Lむ17' い呑め之こ ~tわたし l~ この ~~Z、十 'チT い

門己主うた、'Ll¥う底伺乏 5つ之いる。(教室にいえr:J:.'短見め蕗ちら尽b二与さい

っZ15足取、円c';T;~-新しく.解明きさ 1与 l ¥ c工う色畢創が・出現しf吾い L/a;龍

に毛預!-tJ.， L "日1から?で，したポゥ Z. 乏〕の7お税防、蒋鼻立Mつくす二とl与え主

いのた'J-rLr¥むも， ~bLt\fbln.1志社主理論の間I~ f7' 6 Ji.てき当直要昧あ3 主号怠託

金兎宗主f芝、円(f'・1;.4作用17.提言、 さリ防庁られち広ら， 主主11¥0、}南更すき L力、尼レ¥o) 

(2)にeJi，17"'? < 1 ¥三4つのiTE用寸7のうち， σの自斜、t7(主主いし自宅立的作用η
) )d.， @ '"'-@めよう志賀高巧扇与住酌作用ナ7 ど棺照立~t\ ~ ょうた}..，非色主的la

ガをあ;:;.，

自主守、カふ，事雪之の昼免乏のをラのめニモ二であり， 事えの連鍾を左と、って1乍同レ

工5

之ゆく。白票ます71d-.，散命(②へ@の)いか芯喜作用打王こも，とtに巧三一一ー鳥年

t'エた号乏の樗告として存り tっ'c-0 "2' (f¥三σ¥r玄たしかだかち。

自然ηのf伝聞の危う5右自手間する作業fd... (自然〉君主の宵主昆さあフ之主主会霊持

仏、己主待問包す五と二zさl京7手い。邑れ詰社寺id-， 自然、η勾恩たち芝 E. ~ð-こむ

まに自主だしてき r-~ 今日の苔ナ7 島建.ßl~にð~)VX. 自然η!コ室法的!こ ， きナ7.

電It?;~打，芳 l ¥ 17" 君1...¥ 17 の4づ q担互作同プ7E庵し之3・り川乙百三I'E

同7l r二d.ゥ之一町司自然T宣気 l手続一的ヒ定ヨ只芝 m.~ 二三こに là 3，う，と予包立肌

て~¥三百二の二之のEfl:z t手， ID!IUηl/L f二IJ.立しあたっと‘うさ， -e J いへ とうし

てち lユゥき')立せむ門川ほ・ 7三らない 0\ 1正直守安打かの二五②八③の~同-t， (宇乙
主力) とと‘のd:う亡友金重してい三のか， 自宗《η|手， 宇工主力 i二蒋~m三ヱキ乞三宅テ σ〉

ぢあ 1)巳r>-らも， ~'‘めJ う尽阜で、をl.I\から陸、で 50 U¥てい三めか， さefJ~ <>この

静詩:につ 1¥"2定家 E.TiÐZ きのfd-.~以下②，-....@の舟町 17 E. l/ミ ~I亡慢危すきに慢し

Z， ていう=とにしa:フ。

ギ r国民1主酌1E-問力幹」のさき哩ゃ 4['1:問i7 ~1生ζろを芦 1ユー回らかに この どL勺均

百互作柄T!0両手を一晃タ'J"E:移奉にして I¥ 3 1:J1.'~ をmとニいと lみ日¥¥-;:言、広三百

自然打についてとくにdつべきこ~Id. ら\\のち，トfコ u"\.rt lr¥ 1:1 "の二~ 3"つめ国

ちの間島信的作間η!こ. }主主主左集中芝せ三d

3 

( (3) く性〉の作用力は善寺T卒が境拝魚としてゴ両手工I-t¥.d感性 ) 

j--一一主七之氏ろく。 一一J
電の厚生産さ邑在くいゆゆ三宅亘のìE!定 Ga，1t\，\. YVfrfOごe~) I::d)コ Z{d-.人間8個

f"A-1o-. 此の7固たEと.互いに生「了三身体乙し之の資，芭芝、， 告フヒ走直定向に也&

うことに広三 o このように.事偉と事島どが直協に租互作用にぷーで向区、山之
。

あ三ようなぞ亘焚主主包括し之. E-っモこモテ忠義的く性〉とよ点、、二 Eこにしぷこう。二の
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く性〉の宅担、ー巴r.J...ふつうに性というと迂イメ -y" 二t~~ Z-èf)~うに喪)性警の

よう~.点会みく性〉初日子ず l二， J:l'J:1i干主さ、あ ~L 力、，立らに尽累rr であ~ Y.. r}'の

事底的羽目立「正問 ε立た ， 金手取 2きことにf"ð- '~ 0 "2 L Z. く性〉め作用す喜市

程1ユ. 茎草仰に色つ之.~人的忍百花めID~牲の英国E、浩之さきモめざ/手応

し¥。

く唯>Id-.をの l払たちさが・ 5ヲ工'C-，互:全員匂e';あるモこt¥ ")点さ、ー 皇~酌な作田

17とミ!Ll:nV')之江工法し之い与 A うに rJt え三ので， 白得、力としほ・ し~‘旦まちか;.~り ψ\. ，

長田ざ lf¥.やすl¥かE-L HLlミトl¥ 0 ここで‘内圧しかど二三こ主ら"く時下"と表E乏して，

た陪"守主.， z:表記す己ことE し広いαt 芯き吾二とならをの之う広 i良周主主

l寸た l\がぐた;y)、さある。生晶体の注q;gにか刀、川~ /":F t主計尽詰~ã全'{7"1é をのちのと

して岳示 a 三室~¥究乙し之，性Zいう二とほ.t手、-ある。わ，f¥.わHlの<'h.>にして

ち， たしかにをのよう E皇室式尚江l星'P=-F-ミ3.i主Ei吉いて l三TJ.-りたた広l¥ D しか

しく性>1エい幻、tJ."2>町持制句な亭怒から宅三，十イラ之くに簡ごらm.ておリ.むし
51'X.'酌忍ことか-らをあるこ Eこに，注意 Lcょう。

| さzゴユの勧…拘悶竜献れ一芝引引lf叫l
!7てい5立d.E.民F之ヂ1m霊前同らかにしている o をのた的.そtn.r.)E ，鼠:泊 i
や〉をの!手訟の島庭色 I~' !:Í勺連?廷を 1T するちのの占うに尻ぞらえZ白根ヲ E ことそ

tさきたいことさ rct~ い A うフに h之~<>し幻、し. モσ1二とId-， を臥l立むの下F主将むE

宅三....l.l¥1三l¥ a をu¥."tIユ，穐職自7ス~包め同i当と芳之之さしっかえ広 1 ，程長め

t::の.いわ口唱患の事怒芯誇)?めた‘ o モ~ lf¥.に註して.ゆtIUh.I，-O? )~的思こと

附ら否あるく性〉とId-.，間的内宣の令長'住E苛景 lこし尽門~I ¥.ほ・その理長形毎E

説E具志さ/d.いよう主主.特主主存亭亀~Tðのである。二め商亘 I~f3 j!J¥し之乏え怠けt.tl

f手・たらないし， ミ主ク孝之きことに刊掃をあ玉。主化拾の声~1乏をJi."[.仇~~こ. ~D 

llL 巾 ~rし人思 tラえた動初生め尺陪から律令に変化し之芝巴 t めと老之1;:t 1 'l lb け亡

I J. t ¥か存¥¥ "之 1¥うこ乙/S.. liE¥盲ιぅ中富市タ能E... いくら Z、 ~Q さ fユた・けゑ之~

:ことがささ;;.. ~いうこ -L ζ.. (J; 2-0 しη、し.ここ否手子のベ、たいグ)}:J‘ Lをoょ

う1ち早閏官ヲュ珪tl'再在9"~~刀、用1 吾か;主情匙'iq 7三、とずいうことにかかわりかみ，回邑

のiRe，ょの主主主之在到¥1a-のきあるa

とこ予言、. く性>1::，このように臭1主的t主主主人関E誌の払弓がりにあ}わせて理

由主す五二工に. 要諦主主し ld-.ゴむむを老あ3力、 εいれtJ..¥ ¥ 0 >>JH¥. ¥1) ll¥.的住宅主計
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あにEニt尽う住専その 7J.t.テ「て/J...およ乏m切7色々な事告かちのとめよう)~r弓たり m

a芳てすちで乙苓つがりかごまき之てしd:11， J高専を ~n，自陣1T'ì.・ P\'江しkく TJ. ヴてし五

うよフ丘民主閣糸、1毛丘す d のさ l手広いか? むしろ. をのぷう忌限且的忌件成，

lむ酌巴韓の白l'f存する再三落こをf1r"， 性芝いうことの夜lりに位監すろと考之 3八、、主

なので、はむいか?ーーー だか¥ たどミ.んをいに江むか‘ゥ之い ~o lj. ~1三む ， 乏の

ょうた (/\!.' 的〉低設(J-.たしかに&正亨~ R'"3う。を二 Z、lι 邑与悼u急)/危
阜佐(段〕 E三巴究1¥ずdというこ Yこか¥ 尽と人℃いおをうし ι勺<'I ¥ ;.・0 乏II¥.Eあ

えて童L~X、の簡lかちたと‘ゥてとらえ4 う Zずl.l¥は: をこにλ庖11吾rr.t7) r零点、J 1ヌ・・

あるようにJ=>'c:-.町tI¥.たとしでc.不思詩、佐広l¥ <> (立ら!こ a 笹除、か官、与のよう

に担当ちをす 3と¥¥う;互代め「単包」のさきL互苛景にす 5と， ごう LE:.怯1主宰

1;;' t ¥ t>....に乞悟畏広亭気きあ 5しがた子1¥二と lミロ三かち，物静耐にまつりあrI、、ら

汎之しきい， ~\..t\.こをす中、オロギ一的尼子ちまちr-~主体が}九 lユいことに f与三J し

かし.桔回や血~~~Id- ~、ん組問、ふつうヒ厚じ人さい 3 ，世にかかわき立与二t" d:の

社全鬼気芝系続的に老容し~うとす三点色に l手，をうした悼集左手柄、がりにし

ようピ L之壱，ほと人ど向の千長ヒ ξ た士写い o Ct tr、なら .芝 lt¥ち‘ ，く閤~.ぅ h

た:し之 i¥三ぐ性〉酌忌桓間隔(1);'らつかた/;;:.. 頭注かど守主にかかIDz.2::'‘め己主う f忌EP

怠r:::.ift:J:. ~IJ l f¥.. Jうと伝乏lHe f乞宣くたら〉乙の関7柏目黒めf立77'c:の眼寺，
として色詐二dt. 芝こに把有司王ちめさあ d-のだ力、ち。 lわたし折、〈特> ~ Ji.J.:'， 

Elo物 a9怠性ι方自然毘程σううえに考え之いき;"cち{;. をφ ょう直二't..rd=のでJ)3。
ヨリ¥.Icl. 色場に生~q~ 性昆宏、φl豆待怒左足べ芭汗すs.，事態め接1T的 0!広たらき

とし之あ ~o

易砕か、島~EJ陣八三二ちたらすをこころに， 書耐えて夫、@.dl1¥で， 自/~県降魚

のう与野1夫、包三じ¥ モ11¥.tヌ‘人社積重E祈庄、二rtriゆく一一争!まの令存/内企の主主展

2a 二山手で、しむfιf♂このようにの八、、たに帯札tlql)BJ.[/q')(ル1)。二白夜括的

昨季子主E さらに肉付門す~n./~，とくにく二世〉領芳夫、に肘して. っき、のように邑¥， 

う三「手1)いきあ五:

①岳で与往復と .~喜高得良乙r，r...相互た反照しあ 1\'&. 1.火、 5 区チ7 :t lY¥.，を Cろ肉

曹をえて n くか¥を Lれ広性別向芯巴テ7く性的自己1e栴X性偽有林イ-c:'t)芝

工8



と e~う二工。

②このように色/~の令粍をとげ、た息往但亘のあ門 医、に県1:::.11'.三台人間賃と

し之. く性〉関係ー取f;Cv'rc主ず 3こ之。乏し'2， ~ 0)照 f芯の阜降沼"ト~ ~ 

角尚存性的去引と友段ヒの力毛色今g.J!::J)令のu-1=ち c'， rtt~駒に妻 1昆立 m さ

てと。をのひとつの高と l"2.唱抱f芥・・Ia:りたつ之主乙。

②十千与に民間した知人的主主唱況rd-. く性〉閤隠乙してお 3 尽ち，屯旭;号、と~ ()'、

主主ろ〈告さ了)~相互号言柏町のと L 之伽あ 11"ら臥Ë::..，くわ姐一一

記長室圏一ーを β 誇二Yこ。

このようにし Z. ひとロく守主〉酌~~e:. e つことにお 3 。 くをこ Z、ぐ世〉釣勺広

h坑ヒ L2.の陀吉fさ， 亘耳きた与とらυ¥3IDtTで、J;J..芯〈， 了主主の厄ずさ J:J.じめ之

与えらU¥~ 0) 

l ごのよう尽く性〉の作用刀fd-.. 本来，対人制定トト1否決乏うらづ、円~阜句切羽互 1

1也氏、之耕め至近にの百四すき阿さ五日間、，図訴と底'&助広!

!色員仇昌現行ち去、，乏し Zとり lt庁高梨手匝のうに発亘にとt芯司之・ Lモら 3人 f

. 一方向1 酌 ~'rユあるが〉ぽ 3 刀、 l二定簡にまき f乍用ずさ=とに芯ヲ下三。しか L 二月

:ょっ β沌1こt;J:..本当用引か片Fざ什のことにすミ?なt¥ -一一作用め河方向11陛-rfうし
I f2..-¥h L.{¥.. Z.しまった以上.もは自主税、の械とおた村山市なう。

わ汎肘¥J''¥く乃性宅有為にrd-， つ恥にと‘ごかさ「首音色立札ご 1¥ ~J というし~し

かつきまと守之 iへ三員氏、 ~~o をll\ 11-.在迫&r.要蒋1生受，性化完やま~l!iのた

ぐ、いと封照しあうことにぶって.許諾立川ミちのの部芸員ε7与していきように(

一応l弘〉みうと3-釘tfi:!: 1.代品 lì 吉区千うからへ r 之ら lr\ '2~~. という守主窪行為司

m 0 ~尽 l "d ，く性〉宝聞か'あ三重開室酌きあ ~L. いう町〉告とE. トIJLrUtコI..lLに与之2

い三。この芹1主も;~. 孝之 2 計三に白~ 3-0 

をの呈1守的7a-あら[，bLI'¥. J;;l :!三'-:1" ~ <::.あlh.(たとえg:議委 とさt.r¥玉吉区色や長田

駅註主によフてまT)~ち êあ~こと E およ)，はせ、住!二 Eまつわ 3 二とrr.' らは J

公然たる託生に如して私、匿す八ーさたの，峯恥、すヘ・‘ミ号の . 湾守誌記~‘?‘あきい l手

差に主主産量Eきや J その lミ):..t:;" O> 竪堂""VJ意師、!こ示と ~LK尽円札ぱ~"tjFcトい宅三のなのか、

? 毛主ぢ 3んhたしio-.こころ， あ 3 社主の往生規~'f"~P;'柄定のザ出守為E許諾亨
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~t7 ちかといった阻勾\0ぅ A住民)ちゃl出走宮のあり方 E 嶺にし之い ~I)フ片言尽忍

い.むしヲ いか、Te>芸宇土主主ち旬以わし/¥.Eくけ生〉的忍存在吉之してつくり高げ‘三

l手すさ・あろという~~c;.性の機伐を，孝之た{\ uうであ写。(性にまつ ¥17~同士大・ 差L

恥ミ¥.j1， 3.1ァ、、ろ広島く， 之にかく 1乞ltテ，..，ぐ蓮月乙τr¥-1¥玉三とか二必須さあ三らしい

。)

=∞闇~¥ r二.住金の直前的!包色のぞミ凶(四31;.R. f宅〉仇時芝山手トこ之之こたえ

る二とfd...をす7・かし 1¥0 p-定、二ll'¥.におして惇互に.っき、のように乏之 Eことは

否て!~ように豆フ。

三百Vや李英匡の意識・か; 顎忌ゃ寝泊1 町民合と愛芯 á~ す仇tJ:'，をlt¥.lo柏百千六、，

阻E豆と存? Z， ¥ 3n{討をのモσ3芝生怠立て存くすき Lb片守ほ志くて，たた・を帆
n<~とさ己ず弓花 i乏乏続攻己モのとし之育環づ'h 三ように Iユたらく. l:. 1 ¥う三ここ3

にあら lhU'¥て¥¥ 3.定、ちう o L E.tx¥ Z， いう立さモ Id-I¥二之主主力¥"ら. をu'¥r;;.. 

/\!，'酌ぜ界!こ~.C!、たあろ邑乏分裂にみあうちのさあき， 之"う b けだ。このよう

底分虫色.聞各佐助惟同11φ あいため魚;互之し之毛主 3のか・'JHd:う l三思iblh.

~o 現段をめ寸勺 Zf手， 3通りの a 直音。間草寺保動作用η tJ..'fd，たらいてい~.:乃

さあ三伏， このうちただく性〉向tE問肯定、汁首、 I~的世果q 全景E岐弓之し立う

ことに，私之の作用η くα尽かにあd~(i) Q:.. t産性酌沼1d:J九乏えすことが・2ミT

~o く，q生〉岳白マた怠主F作正周力f惇志主 f巴息停かか.'珪

，壱芭め爵伴官復え伊が.盛性向にうけとめら川 5ために l思手， 芝 LI~ tJ.ぐたしかに，定主ふ知重良

さあきことが、，開ちがさ7与吋}九匹、ならない。す尽Ifフち.三二た「京、 fモ事毎 ρ) ( 

かなら可:・し号)産性的~主主い豹1的将位ーーごとは、在日晃三 Eこか，満足的弱体1乏 1'2i

E 誕揮してい~~これ\佑 U て，孝之更をニ揺していき二三一ーが詐とめら川三夜、

雲訳、あ 5。位句作周17ととモヒlユたらいて I¥ ~あいだこモ， くみ住>酌Tj.作用力

協、 41fE ペ‘さき定したく性>a9C::界E モたらすこと合七ささ~のだ。く 1主〉的

な?手間ηf入・全面に出 Z.ず吃め作用ηめfd...7三らぎをあ、しのけ之 LまうをのZあ3，.

1三ら. I~的亀芳去とと EI~ 除土工し之 I ¥るす高島 lユ. (た之え-EWi向ιε てEぶ〉奇妙

在支室 E被 3 二とに丘吾だt 三う o をはL ゆえ，をのよう尼実容左慣ら忍~\あいだ・

の.作用語 Î1 の均整のうえにあろ息~広. 1"-'的令堕P寄訳・く4主>活折?豆町 170)割以不

用きに、渋皇后今にf母均し之しまうことに件し之，担守えをtF.すことにな三，く仕

〉にきつめき遠恥や越丞洩fd..位置の存丘や定足哀をイヤしさをき6'ち札ち」うに1年
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FJをさ~\\. ?芭‘豆う77¥'. このようs. <~>にかか附~ ;差互に、の柔和 E" ;tt泥依p，.向"

tr.tのに JH!之い三の{，チ， く性〉とを H¥.l..:(件の風白色酌7吾f平司甘 Eこの fさ1宝の問

主主さ'&y:;'-ーち詑ゆを均 ik'有好?にはたらくよう己主主主閤to-. く性〉白色作用

ナハ:こま弓之主主工臥 3と工うに1手'03"2いな()L ・ 主主主 UI..玉川けにIユハ刀、高い

内定、

長ょEのお玉幸良包によきて. 人閣の性街閉め中疋1].と丈陥E半球 (-z手&.，11)ち，主

|前向圧倒t)に血呈口という証町ある と1¥う。中i定部位か‘むのぷミフ lて

|局在するか，同さしあたり肌巾u山色、う討よいか出花奮かコ

¥t I..t¥，ltつはしのし玉と =3さEあるd主 Eこぎ・ It\ 二t tC~の Iユ，

ご二でひとl手. く位〉嶺弟、!三(}，'r寸 dt勺と E吏丈尽定九三'，，2)3.'(.二三の. 'lf.. 

担Ju-手、足ごについて包ぃ Eいた亨Jγさで・あきつ。
。o 0 0 。
i互主旦品主主6:1古.1E向きあ dt7 巨、とすれI~' ， ~ tjt.民芸主尚広東兜et:た sIHtL

I J.:' fJ..ら芯 L¥ ，をの Jう巴飛立は('d-. といこにあるの刀、マ (ji) ~ノく令官-芝う島む・

たが吾のとla租直し之)~互誌名手ぞ足?の慢.1z!tE . 自然前ヲ乙モケのグ)存1)'1之さひ‘しあ

z ~二と lユでき主主い o L二d ニヒについてl'dぺ すさ・た f三むたびめ/史、ち1.1-¥たので.

ごこでそ川を絞りかえす~，c:、例以‘雲/ユむいた、三ワJ 3之~f\におして zた，事、忌

のな7:!.E. 1君主主土色町 :包さえ設長や草場lのありずたにす勺 fアリ経済し亡し三うこ

乙そニ. 芯ぎたトいので・;ち ~o 緊急をの t のI'J-. 主主主6守7ユらの. 特定の紅会ずうみ

官、司モフ円の/吾か 1ミ p かを・えらl1l7d-い a Lここさええとい玉Olr主京忌iX事主主主

し(J:'しiき=-0主ら H¥.'b-， Y いうニモこを iユ 7志 l\ "，夜忌!二対~~ì.童jて喜朗ャ寝1て行為か

環忌にいささかち専を 3、U¥え存l¥ (7) 13:.. 犯罪~平 1玄行為τ')(涯を脅ず立主主いの之、

寸庖3)''fa.じ 0.3ろ三 o をうーさ• rユ7与〈之， 主:&/dい~，まわけ告だド〈三二に矛~~こ'L.

格主の江主 t主、包主的に組みあげ芸阜佐助芯禁制に l芯~~か「妻17蒋ム p't予〈主リL 之

L ¥ ~ ~こち之Î>かちし )f\. G-いにしてそ三， 普i邑尚吾烹忌に日主人ちかめ字書官ハrs.rあう

事妄斗 1スー支弁し之いg.'t... Id-宣え三lユ7j'17'~I ¥二l:.. モ乏え之 L¥五。〉 芝川ゆえ.

町長TJ..p邑ーの解答tJ... 手主忌明白状サら宇土全八の殻行魚にある←一一旦照的志夫キ

から記号的'f:J...子矢島~1;、芝生J\ t六、し.沼自のー患として味、江主f 1!:る， ちぷうと‘をの

務付告にあ喜， ~H う宅去のだ‘ゥたのき 2る'3 .. =うし Z. 高!竿にJ-.'、け三畠芭 3鳥
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にか U、巾 al¥:.'酌忽干毛皇制1(カ Iまたちを大~し之. 拝、忌が計三乙きく ~o

斐忌 1示、 主と主主ふりま乞l二， あ 3 いは住宅三己主 1) あとに l手じ、ま三官のさ Iユ~く.

まさしぐ往生ととt.cá邑 Z 三ょう fユ Eので‘あ~， Z ず三~ TJ. tう厄ご， ふと!手宅手足司乏

-1-l:の宇土全員モ17のよう忌tのとしてちえ怠け札口TJ..ららい. ζL三υI-Srml¥去の

告l 也した穐畠ム坦き「ト書乏.~モャスキムヒ平E足・めち危理由 E . 二のよう色人間的

紅色綻打の発J買と結てぐっけた銅山、乙いえ~ ，，) 

要急と\\ワヲ君L~ Jd... ヨE弓!と良子需t，y. ( ¥う担隠す"dL3、たつめJg換のうえに7手り

たつ 1-;;、す、 Cろt0) c .3も ~o 二 LIt"2T之さL声邑寸のように担ftし之計ようとすき T"J-.ら.

を¥.i¥.に I"J.. 事くた手〈モこもふた:亙 f) のや 1) 方かあ E た、 3 うーーらを今 I~ ， 事主乏の

!手たらさ~. く性〉宝庫1ιぅ荏1)、に lユたろく l~' 尚 η き17 とし之直才をたてでみ 3 やり

77 (、モうすこしくめしくちえldへ 見主 2'{手引 7ワとし 21三たらきた五ホ，'r)‘ 広三民

旦 たとえ iぎ直視琶閉ざ・ほ、 2主に芹ηに転(;， 3.ょう広. く唯>尚 7互作用力糸、主

モ臼rL$.1-=-をId、lhゥ ている、 とヲ己之三の ~Jろ玉〉、 をうひ Y二つ f急，来忌α~たちてき

E，. く性〉皇嵐のをとから!芯たらく聞の方、のメ力こ 2・ム-e'r. h'、して.詑β貝 買r~

やリう".i"吉宰怪B尽の「車問相手間主持，j7手とtd-. c'ちらかといえは・¥ このうち荊

琶の子f~ Ri I にちがい t のだといえるえしかし， く性〉宝閣の民，顎乏〈性〉的芯f乍

同17の持主主日、Iiによってたと・ 3うとす三めI'J-. Inたしの再三't:三'3. BF{白「三原

I豆rK fキう 4 う ε êY)~与。 Eこいうの 1:1.， 芝うした論理植法さ('J..， く性〉的1年間力以

ヤトoli'号同ηの広たらさ E存者筏lZしきうことに広三し、 (また閉じことの芝Js.

し 、 z-Jら;;'1.メーラ童話やそのた~7.i"" め/く層的広首長η とく牲>宝閣にあ、l寸三人間白芯

官三η との闇|毛が、 区耳目芝た堤定'Z<f忌 l¥三にま. どりのこ主肌之しまうがら; (3.ム

5。

ギ 吉互の 「 主再討すド'1~ -1 :夜色、 I二 I d-， ひ・とが u主的尽〉訴社をと、メ二之、、メ二乏局に是
グう 3ょっ仁左主ヲ でいく， という， いう尽~\\口、自然由Td.縄問松: になH')::r LI¥てあ

~o をl../I..f手ただ， く牲>射な世界の宝問由花丈l三世l寸、 寄与し之い吾にすきな

い。 二け¥I"J..， 芭李fJ¥'，含モ17として の烹孟の.Jフ広tの乏仮良ちる必雲‘をみとめ

てあ、らず¥たた‘初竺-E¥友一部無と L¥う、 思析した利主Eとと忍う註念芭民、信 l
mくみあかマたと芝に上坪同捜ぜち lr¥a烹知!に裂す勾のとし之京忌の!

Q.りたちE孝之ょう Eこしている ιl炉〈ヒモ. 芝のようにみえ三〉ごと之を.並|
白 nしてい ;;'0 つ立り. 予t，ßの~~7fc.'E建主力にみてい ~Ib 円程'2.mゆ之.長室ヒ
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く't主>酌陀同ηの忌ttきJ:Jιなしに，さ td-， いっ疋{¥~のようた孟とこヲか勾，
と〈国吉ι九い3十さの〕時.ζの1民EI:."E-Iたいて いe7，芭主のこの3里民~fユ，いえ巳・二

化時臨E.':!と源

草尽の出T是正乏えとあ九五ごと Tfぐできち C乃か?

f巴琶の非密 i住酌らあり方と周f同f二.ft::: ~ c乃盛'住島広あっち /，;'

にのか.、 ~1 つうむ・あき )0 づま

あ、;耳、む}ぬ:立千弓 L之いち盟専色豆勺9i作用語t1/広

にtァカ¥訟をにやゥ之〈芸の芭

方E.， (bEB:~奄17 の ロず v けをかりす〉を m勉自 め閃在内な持7里~L星 1¥か円.

!耐併をつと司王忌白にほ烹固尽Eめがあ手。この芝、耐広れれ r-

-=f.院の勢町径を知漁の史問的忌生j部地として亦問うとす云「歴史主 !

武」の産物きあ3といっ 2{'いだ3う o }h!tUηHU'd-あえて，そのようにしてa

くi~乙〉皇国にみいださl\\る .~序(京式モ，{t1月五りのあ 1)みたほう i7'ぐいいのた、17¥二

三喪主易r:!~1\ てくとするら之完的事実的直三唱として.

具1主的尽対人的7ぽ7芝ざ、f下
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釘か史巨的0-CJ)の}歪{主主さあ去といっ

い巾jユ‘当まえた会全卦の圭忌(的志向長

っき五百三二 3.疋担き台と弘之内手玉乏、Eこ1;1<

b ~ 
むし 32馬3閲簡のA¥母であっ之，より号、

〉乏汎怠リの分野/統合衣与八乙

官き毛号づ汁0trし煎し之円 ZZ宅金@.3.1. 
(く性〉生産\!.夫、--RW<.ê:-ð)三 く ~11コシ)之 lJ、工としてあらめ H，-亡く 3ちのさ・ある。

」高fT([3乏汎/;J.問らかの色芳三子生庖E広由主在五三とに怠る。い);完全に思，

をIHちをlt¥.1こ泊して ，をみ三。
とぐに主閉丈夫・芝日a う怠特性芝草3・ご[， ~ ~之江い幸簡 fえさらに，~gワ9c\] ) 

免た毘探してしま勺たりすきと

をU¥..厄与在-[，へ“ャイ7誌季タづ・円ら U'-~ ~主主の，

定美i箆した 1)， E.. 1). 作用力 f九百aに地篭しA 守
いう友喜吉~ネ亨之 9 胤降、，

全作用ぐ住〉主聞き?三‘門fctたら〈二勤1回伊良17c九たぐいに訴え五のさ忍〈て七，
いわほ・平た

記号室三間=宇之をミモにつまり ，7Jの広たちさぢの女喝の昆布としてnI之ら)凡~<>

芝山ら阜底思つぬた生1なと

息佐

E乱罪主と闘争年的作間η~ Oj ê互開局
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広2守新てヤヲ，
b つるち怠け l札I;l:'at; 1dl ¥ "芭与との包括l、持，l包寸3.)とめあいFどの間隠e.

しにく君主主主治向)堤気主主I丸と主吋t芝最t在3品1主情z:-茎5乏づ、片手会主尽ちて正、に‘

をのよう怠認を現す烏上9定金をふり 17、間同LトDれ .rd-.ごの き争点に廿t7、lり勺之 l'b-a 

ことほ‘の社烏工予

佐続三r "ã 斡志の U þ.~、不完封す五だ3 うロ〉

t至急'E)A亘えに事往ζろ挙動7め尽かに実規し之一長引の足針7乏あっ乙
。。
看守詰Ia-，

の声量金7当己E持丘みあげるよう fd."S-のZ‘モlflfミ対応す三'室主D未'ことにより，レD.(

あ玉。柔和切こちら簡((i.]:.急の倒)~誕話互主主之三塁årスヨ二 l三自らの表

立のよう怠奈良Eイトし之、

図匙し之計ょう:

グ意むず

全土怠a思考可能性の館主主cあるいは，
ピL'Z . 

こり¥E. 

更の 1~ぇ存之の間妻、3

二土、4つ子、乙C;-，

f 、‘

ヲ¥'時長。γ00〆パ
-¥ ---、 l

f包， ， JJ ， J，ふコト ，~;;::.-..、J《、，¥〆ヤ

さる Z7r竺f
千百二三するt;め 思色/ユょうゆ(あ~ v¥ Id--. 貫主里民すことに広三q

くをの惰丘Eう五。)
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愛義江，桑誌とま勺たく聖尽き奇怪きあ3と・走之尽 11汗庁、cll¥C F-~\- 乏

のt1'e.多17'性の く租和的存) fJ? 6:hにふコ之，発包けら巴知!二!m g， Id:司;.(;' J) ~.， 

25芭に蘭塁して宣誓込志向桶"E. V?出たつあげ'ょう一一弘之つにI:J.. 千五禾ず

ちモの(芝才主のg，#.J.) t?\Î与 1:: 左手邑禾 9~ ょうた己三のか fみ，ど‘のようにし 2定

まきの 2・ぁ 五7づ、? ぞうひとつにI;J.. 常、時八ともかう夫i主的主主ょにあ、 1¥ Z. を

のよ:)7a存在のう之にiEZ室協どのぷうヒして重床芝とげ 3の否あ三か? 二の

β 巳つの聞いた手，実広互いに虫俸に万、方、}わりあ勺て)"¥三片肌とε， ここを匹一

氏、パ、つだっに i主弓 Zdt~ こど之する。

あ三息住の運芦7性 c.t吾生〉七時‘むのよう邑 e主宜主'E.TA乙b二とだ存 a1デ ，r忌

むId-. I手じめから主主、之 1，三巾lヤ否広尾<之.1国高的広tのさあ五e つ三三リ.

指示問~.J)五りう町 Ià-， 自照的尽ちのめな声干の尽かに lユ室主ごま \H. 之竹広 t' くい

附ゆ~.混在性の l号室J@ )ロ しかし尺面， これか‘主く回程 ζち任主にチ亡すzという

わけのE-v'l &乞な 1¥の IJ... E1..Elらかきあ三¥高玉問P:.lのあり六一一県憶の

主主瓜'自立4うお/話実合的あリ芳一一一 j三， (自~~， )活問。平尚にあ，). (借住の

白血急豆~. を司色志巳5 ヒづ‘く〕定為(なり託金理~モtエり〉の白こうにあ3

という 1¥ Jtz"〆長良之し乙ぷ与引いさ沿いz.;r. 1 ¥ "'*。

キ虫色修，畠乏毒~に号ヒヴk い之 ー印の社創包乙無闇~r-， c..自合のための)1
自己畠蕗乏直舟す 3二乙枚・でさ Zように許之孟。(時々・友人を をのよ〉広!

!喜誌を稀干に去っ守し三うか乙の誌が 広之らlJ'¥a...)たしかにをの」う亙南 :

! lぢ¥"E杭rr..否理由広，ちょコと3十たとこ三で瓜みあRら怠いかεし肌芯1¥。 仁志
1 也、怠ら ， 指示問問/'d-，日庄市的志関係~のだ!が S-) し刀、し・をフした自己邑 !

)誌民拐に糊した誌からの e駅 1 F.;.~\ し喝在'のょう政相模ミ j

|1こJ::.， z.っく与~I'\. ~ ，派出回明畠活されにちがいむ¥¥ .，邸時与にち !
し ‘

とづく自宅ちi主臥すZ、同夏酌Lへた1沢邑詰か谷存在す$m0さ、 2)~的に事!

入町貧乏ち~号た、門世。 I

神二二~，現軍i.E. 特定主土全のための社主主理策否あ $-2とか，まして.価値洲町

や倫莞Z的広当あのた〈ご、いのごとさ・ !-;f... .(d-l \-v、.と零Z F-り 9~ ことの1â- 1 ¥ .，;(う，

詰己主主をう FJ. tずしてお、かゆ}~'7立ち品。たし力、に告国話 IJ-. く栢互に粗要して 1¥~ 
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ことかち印か三 と示 1))主語で、ぁ5ために品伺 ぬ 1¥宮田正?肌色んぞい言。 !

官、から色回すS!J;二 巨人に塙空Et仁去のぬ然?で、 IIE.官話、にe勺ょう口、橋主主のあり.
大Eし之}¥三坦皇1¥の草寺弘、と 1¥ういみ芯， F-工会理主えとしてあ:?二と I:J...まちか、

いb:L¥o-ーしかし. 喜三三ひ、・昏ttEとらえ 2仕大 J"J..活村主々の知lf連な b明色

色足下ものあり方とほ畏軍号、際児ゥているd んか「ミ2 lh.らま蚤的 8~:1:...金規爽の国

主ト~'t 三王、たく人暦\~し之'E.さら u\.-sσ) 1亡討して，ち誌の}黒色 ‘乏の外Z、お五、

人固とし之と王でち二I二lユa きさ芯いからであ玉。このことは，ちfちがぐ，t.-t-全現

ー長として l手栴畏であちこ"t:.... o)、そらく、L差益的位傘fu...にあ玉〉廼民主牧之して

:芯さょっ之い3，二と、 として秀之芸川ささ、あ三占う l二豆、わu¥.a。

現主主2:1九百向元的に坦呈1¥め 1主系モこしてつがJ-t-'l.こら川7ミリ主主をつらぬもll¥たり

I すきをめで/;;)尽くて，事惇にあ、 r¥て昌吉芸ヴ支定芝ll¥'a二てによリーをこに主1¥J--} 

l つlずらl¥¥三和瀬の今あのよう尽七のさ訴30

主語!ま，イ国住T犬、成与にかたちづ‘<d二と 1"3-さき f孟い Eので、あり， ヨろくまさ‘ D，

地民主二しさ鼻~に受容立仇，場1'4:.に蓋床す三宮島惇1芳ち話一一周与f主的「尽同力

ーーに乏のf:t=.-r;長l迭ょの一定期間室還さLt¥之ぁs二とか‘ 正しか!こ~町忙 であミ。

島 1注rJ... a-...F!-、1;:;:じまヲたほ‘かりめあいだfユ ごうした堤雪EEヱヲ たく卑につけ

とあ、ら事へただ主主うした坦長八z:::rしむ1，ら同多?菅在健在私尚之 1¥三千ざけだ.

やが Z書官:..1キ八ピもかう 1=フU-¥... ~奇 Tセ手以後7z t=.. 立当主必 γ ス=干ム ε~t)P 'tの 'r.cJ

3..，取吟八勾j途よニにあ 3喜岱引・二いった¥，むのようなほ停ををとって、きちE

Jt汗tフ、ちのとのとするにいた三のかーーをのE程 Eあと寸庁芸侮烹1&_ 2!~わめ

て安佐t3，p'い。しがし，いユ二こさ、fユ 笠のあたりたたち 1¥三二r.1千て子，帯、

成島~I二J)~ 息「まと色illr三、片 E 苓z.~二之さ百'íI....1! f~ Id;.' T;). c CYd-。

l--\三三王き σ) 八、、?三 J う R 主ま~.21ギL祖[J... 主主目ヤ忌丈院にih-~ ¥之.d>さ、たろEiIlて

の「手じあ S久lASS (，\\，乏の「 ー版圭完写~義」によっ之見ミ去二工 LれといF-:.._ 主二色って

e J L ¥がらし UL1ユい申千陶芸， き蕗の担~としとのあリ右左 H租l二挽釘 l ， 在来

のまま見ε仁りとを円三すぐ札た括採， E:，老化イ長く 明らかにしていれ

~附s~~t"Q.広記号($いe) を長tê CSん〉 ζ 何tてくSめとのかEつめ宅私の
結合に0'1¥ Z. 考えた唖許之官己と附記芝汎芝、‘Uしの安保13. いち?5う.員1.~え良j告に思
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らぴに長丘きあ ~， とてr1札 E:o くっ さf，.')向日，実吻主共 に夜討し T昌示包問を

か りたた tヌ結主ε向的Ta-f;;め . I\.'.、的 ι 'c:: のと して旦zt'- し た t\.J 什 ミ あ ;; ~) し

旬、17. 二肌らffa主眼1交や夜免Iユ， 記号の ヤス千ム(1;2.レ¥Iエち誌に乞立っ さ 与え

ら ~rUこ M ð 預延長ヲt.J，. ç:C7)ざ lユ厄 く て， 会才立の写が さ・邑ぞ町長号tス・芝、勺ら在2:.rr~ 

〈国也) 1:こを芝玉三ミ~方、ョうじてを ρ 肉 喪 主主与乞 ら ~n aJう/ユ 角在釣rc:ιε

の!こI事が ki.Cう7か¥¥0 (t.ち 5 人ここにわ以~D切に rJよ， D比三同)eAln ~'.!' ')の民主主

主義的精油E塁 てと三八刊さ忌の 2I<1有三。〉

し/:;J:‘しは Scu\.S三 しににrJ.. . 支伝く払いし 保全問魚〉の 1i7f~ ，~会:つ 1三 か らとずJ

ノ¥0口-)レE滝野 カタト八枚l乏 したが ら三こかい巧た1w注1<i' ，梓そ主.:.!.LH.モ 1). 手尚三

氏、つ(，ti::..ノ恥たりす三。 Lかし ，Ih lh.:f'J '-1¥ fユ疋竺¥ 1定d-「1RTZi児!ミJの き三 大た

ち.け.広場EZZZoIbJ ♀今力"耳急電F夜í~ミ玉三 曳告 とす ~ (こ いう一方t竺月 三喜?主的Z、

;五三のか?

}↑コレ!，¥，JtI，.fl...のき ~r二 CJ U ¥.I'J:' ， eち三人包仇r;f-..，す=し乞本質酌さ‘7d-l¥o き蕗s"

音手ち詰るあ 2 こ~，砲昆 2主チ「す三二 E二一一一これ ζ は~ \芳、 ~l'\ 6 ./耳目釘fヒ芝山う

~o :t芭テにす~ちの/夫、要動的 1互主ヲ斗雪印身、さあ三というめ I手，d)‘ずし 7二トことさ';;; ~o 

1手 E、1).ら.m.辛からぶA の A り大 Etn うた、すむら ， ミ~ 1-1¥1工島保の星計7'1主の己

かめ吐江さあz、とし作、?与えら IHIaい暑であ芸ガ、ん o ご0 青号、Z、， ζC¥.V¥.SSlし『ては

三Tf‘めら仇る /γミr7デちし仇怠1¥0

fO lf\， ~bUしの批判/J.，: ~'"す2>'t:のに与え~色均三e..， r時党日突後...l l: 1 ¥う曳話

係員にく一見〉官VLP-用fきから .たと文ば「鞄造的障の帰運動起賞良」といっ

たような民話鳥巣にく一旦3筒7した申告八どフ H主主之丞ご之さ ， 二Lis.IH.リモこ

す~ F-~、いの E のさ自存い~"ぢ色の同誌を探っ之-;;，.之t-，庖天すき宅?の芝知

島こよフ之浮き lずりにしよう之す~ê の εぁ三取ろ似たようø.tT 0E'o しが

し，知賞 L彦毎の宅~~えあ事脅」の無際限古来lじ極主〉にとら乙ら帆~\主今モラ

の， 息fまの還付可主こ そfr， E琵事長め起点./ ~ ¥ 11フl工、最?取fd..の否あろ。二の」工う

に宏之芯みす=と t}' ~ 託号待を〆 zi点本-1 =f" 予 Gτミムから侮杖し，間阜:岱~・

柔県稿、想主長拾の友持の圧が~活さかZ らで Z ¥ ¥く在加に1!"ひぬ壱存こと Z、

あき之容う。

キ

* 本

言語芝宵陵す~~いう . 人聞き開訴、に平寺保づ‘円五泊妻n~三とりあrr、ご I ~ UL 0:¥ 

e吾、E禾句芝B りたたt!~.l直史由た高末商 1主主におい と， 草寺体E令官も/長モ色づ‘什三

ことを、Jtてきた。とこ'31}:.'， をのtう一方 さ，人間!歩また来して(主語句

ょっ|三f手〉ぞ急味・ et:J:.ちみ lみし厄 1¥ fi"'.やl手リ周保I二令筋/緑色ざlH1ミ.民

動的怠現住社専の ，広丈β縄両εtうゥ之 1¥ミ子。 このように形式性之 を日えたん

閣の活圭:niZ..， 一胞に， i守為と Jんであ‘〈二モニ爪ーでき三た‘3う。

芭琵を行慢するほと之ぽ，口豆主主E5εE支3どが，辛抱き再三百三17¥ ーーーー)

どい、た人慣の活者1't;-，あさらがに.ヂ千九の忌か fこ色めら川ふう。だが ~J 行

為 lユ， t旨未聞簡を?更し之c.た厚いのさ存く .時ずしもち尺存い，ど色そ〉厚うfJ¥'

!EO!aFぞきう o しかし β1つうに行為というときにほ. 詰1=r烏zむの邑詰符為lま

企Eえた示 tT、爪ずl亡く侠義ヒ〉鳴き初代苅lユむをさす二とブ}.;再らざ晶玉。 くf1)II ¥. Hl 

U¥も，単に行為と l¥勺之.牧主去のす守高Eざす二とTス・広三。)

jわl.tUわ札i手， (以上の混乱 E立円五た例ちあり〉畠詰ずで為ぞあ否百二五とと風

削 コヂ¥ 二Lれら有為fF，'、国境能的に特別のはたらき E'eつ魚に7主昆して. 三 ~t\1: ， 
o 0 

〈邑藷〉仇表記のちとに一括して h きことにしよう、吉語行為さTJ..I¥行為一照

的 l立たらさうE まさ~ t-，ごめようにわ苫 lt)手、〈邑主主>~よ出・のf'J... J'd.ぜか?

を汎芝手Jt七、力、l二仇 バm/::':'，①判前1江之、、の代為一般ETd:-りたたて主予畠tiの来キ

1示、，童話作為左足与bたたで五島律事足序と、皇荏下司令芯かたち5借J-I.あ、 Zt¥ 

~ l 'l.こみら In.~) 1とグ1己、あり. しf壬がってきた，②作品ー阪が周害保的にr&た

らく色九げ，き昆0s.たらく企大をこ. い ~b ほ・支取し.祖互た栗りい W\.あう t の

z;:aち三7ァ、ら，きあ玉。をlflゆえj.b~tul::> m./'J. I っき‘のように富山広 fT川ば'Q ち~

~\-

，、、ー ー、ー ，、、ー '町、-〆ー、、-'、、ー.~〆--...... '、、一 ，、、ー〆ー、 、』ー〆ー、---、~司、、-〆、\- ~、-_.-、、-'、、ー/ー、、ー『、ーー、』 鼻、、 、、ー .-、\ー 、、

(4 -2.)縄長前僅釘1に b いてとらえら L代民集1Lfの活動土庁，有

~ぎあ~ .. 

<'4-3) 行為にたす 3 主 I\J'酌な!垣7呈 1夫、.手元~さあ五.
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をσ契場金主というらとつの辛包のうえに生ぎする宰恋 ?:ef--2.ti¥ら，千T為降、

定ilitとな云 ことfJi'さき三。主主 11¥にGきつづ、く-Jfめ事乏の星負0)百告にあ、いさ，

lえか瓦らぬ作品笠σ1尽かの旗色とち祈って千守布にひさつfづ、く事実Lめ主鐙とみ，

) は -4) 傾 rxtti:. tr..す 5同性 E く話>日E という. ~ 
' 

( 件) くさ語>広 島揮の叫初口問のう之にたつ作用 j 
i 刀で、あ否。

行為の1;-ち三人，竺の持7買と l手，に 発 したという 愉悦"E.f;つ ことが、きさぷう υ

この J う広一是正力事免のiiE円351亡肉 E亨~~号的松戸半17-:' • 

有為 fd. ~J立さ J広三と泣き之ささ三。

れヌ性k 由主ヲミq

議八 k二号1告寸してゆく之さ，乏の形式L住さあ 30人間のやí'ラー高ミf:.~こり fD Ií特足夜づ片 E のは，

そのE定的7:1.i.里程の尽mε 実民主~I¥るほか 尽く .F三Lf7、「二，人f宮口斤為 lス，

くちょうとか、ノ行為f手，到¥;的ガ、らかた之主モラ色院す '0 こと Id:0'ぎたU¥1.ふ乎た‘。

望書障にたす玉、哀I~'的 7三 L屋建きある三川1..1Joi'、

二 Eこ~ (ち云。~p\し t県 T笠 芯 そご \1¥. ~l F\ の末 I~'t玉三て

Z本質的厚長室と Id-...表授にとゥさ危庁、町かどうさ問予のと周じように〉芝山自注にi'M聖Eをむえで¥¥~のさあ

〉乏しtlIこt;:-'(づいて!えたら三¥!t)Tえ与野さ IIt たモの臼託旦合也ヒして足立Eす/てきtの さめる。って，平来，

L主1'-:.，.'的色主主廷で;f)長1曳(eトを三!;::.?乙~F-ので、 あ、た。く 3S号I与宵¥~こ芭ヰとノ行司0)J.1色:tg壬とどの予子吋性八 E二去寸ちしごみわ¥IUhtll江主主ヂサ自尽混取を乙門マ，

知堂の乏I~、下主主やそ之 H\. にt-'C..づく r 俸のはたらさによ勺て高点、奇訳、ゆ之に、)ミミめ，:gを 1;;t') l Dレをめ国買の吉で号肘殺与において、λ関d円三ちIJ-.る己b口;¥

ごnt¥ち世界Eη、f三ら守還さ萱し之 t¥ d存色ζあふて<ac 

昏佐に為、tT~芝町1 0\亙を~，\.E:í;:í.りたたtC~付存1 だまP し之君え Uí..ロペでミ苦乏ld-.， E二1)l{) 人閣の甘さ有17¥.'J;!，性的にとうい 勺下ミ促号的7モ序Eをむえご い三の刀、を 、

くち琵)-)1R/Ff為誌の汽室長である。 ~Iわ 7三 1\ 0 乏のまままロ更に与えら肌てあき ことか 、3香港きあ五しかむいため.、つを「γくzt宣>との喝J芝恨む長日間す玉プ〉かぐ，

ゴ解にふリとら之ら U¥1ミtラの f立す ミ?に4ミ千τ酌 f忌宅去のさt広三から.乙f忌せい取ら，関与註;白色l雲南プjとし てとら之らここ でlユ.したf三乏にI-U月号E屯て与のさ ，

表1包に勺 l¥てあ3，.lf-'2こっ ~~ffi耳 El乏表現についてし?~乙td..，きあ ~.o T品工って.銭怜の高点在向う〉。く邑詰〉のあリ c主う[二，れ事R主')<:.の

ち之1札だあ Dえ 01¥0表毘をを爪ヒし之受もす三には，禾すうち二之芝亀以てIo-' 戸1I\.1d-.理計7 しつつ~玉 虫包め現千l'おの記号的干支戸やめ竺怒t:t廷リだすむら
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に断心、てはほからぬ町1物的芯持主力論t.， 1T-1主から司:‘横行し之 l¥る。 L1J'し . ぐ

主口三1晃77~' I'J.. . 目前向λ閣をいっ之さ fおfコ1!:~のはたやミr l ¥ 11、乞し¥1¥.意い

にし之号，よリ丈習の /え闘を終結司王1lï~しつつ、‘汁三ことは， 否さをうに忌l¥oを

の票力か， {麿11吾に〉会息され三ことにぷリ主1軍主れ玄ηか .-実11という実俳的

な η め白川左ほ尽れるたT定~\ ，怠ぎに有まう之し主うから0-J; ~o l乏u.¥.tきち

ょっと、，法ピを/ぶ~~れ::b'三したがい乏の先伊主力爪、急主主に~少してれく市、芦えqうよ

う2-~三。〕 一言，官庚固た{品領、立川たゑ汁f三，強力芯麦島在宅うち?三てること
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TI'・‘芯そ:~1J' t去し礼rd-い tJ-;'， をめ j来合には，をのように色1f""è.@i-号アT~ Íti酷訊-しっと

てい'f7.t7G乃Td-J) 7三月三，7(/¥じまにt!t8只ず玉沢、零にL阜ら IHるであろう一一 倍呂

いちほ人たしからしく尾町IIIるのJ;.t.. 1注意0)llin i穴I発I宅1'<ヨ 5背号巴ゆっ胞に，

街T か!\Il日程カ1T'i' すさ l亡事司初71三|注量n してい t~ • 主こいつk.~主の Pミ1引三tx' 隆三}代て 1 ¥ 

三C乃だ、， ということεぁ-;a.o つ三1?と ころ，持きと門lユつ I'fd.f之官;..nの品立にで、府三し

か市く，定ηl手.涯ηの号シヌ二子ムのー零惹としとしη¥ 保明言ぎf立1¥のさlJ.l主

いた、ミう灯、? を二でわ ~ll 巾 IIL~・ 邑 E 企トらしてゆ広ら[:1.[\持南 fユ烹つめて n

1寸kJ.・二高内 Tf'\珪η 言、吉弘い向乞の 17、にらそまのと二 3~勺たぐ使 1ちしてい三と い

うぷリ'S.忌しろ.自己t::Jt，忌豆{弐しあう tのであ J)_ 9:， 1¥乏で戸(貯につおだ

すtのちtp.， :;. . というこ乙だ。をう 5 あ~ L 9111/;;r，'，定刀 lユ.たん t号i乏内主

ぐい'I7''.f包丈芝)¥I..r三形態7喜のさ広尾 t¥ 0 在 .T}'f:. .言~皇 ιろメ 17 ニコミ・ ムヒ l手 DTl) JふE

j lA¥ E 乙ころに ， ヌ~ Z 7a 1寸爪l手広ら芯，¥0 程η の l立たらく指~Jユ，東京性とか

幻想壮と17'とよ訟・のか'd:l¥.J:う白， ゴ絡の生色白B達町1，尽 l¥し ，観l主的芯ぞ
o 0 曹

のの縫う Tl'た 3りのように与かたちさ〆むと二工でいえp'，昆干ぜとして.色人

∞ J~\~皇、舎ム耳、のた主かに 1疋左下 3 している二とに怠玉。

茶色亀と二こをさをうのは，すこし EI吃史酌で芯I¥議室ゴと. といういみさ・与広|

くて， 実的巳茎宝主ををのタト血1に七つ之1¥T.;L 1 ¥ :}-力=之ム. ~ I{l.自高 β・をの事実!

|牲とわ之7克史さあ喜子之乏雲オ亡苦手付=叉‘ム， l:..H ういa-rて・あるo

程η と lユ‘このように主国酌に/d.たらく力をあ ðO 直打誌の長丈の íl~且 ~/:;;t_

荏 ηE与えるこのよう〉広主国豆界主芹一一室径一ーのなりたち E.鶴岡すミきこと

|てあ手。

査力のこ之を三三Z~ とき，わたしの怠鼠左玄ち芯， ，の l'd-，たとえば‘，弘、砲で

干ョムキシの甲将Uこを.:-*'畏たちの鋲口市‘知子fIIのためとLえらlr¥た報道邑η、

らを~ê免l\ Eをらし.福豆豆島の胞衣^(，るりと白什直こ1刀、zその-B'â<::'あ ~c
1手るl呑o'，国境毛程11は足力支置乏あ三カ、ちし:rlro:い， ~れによっ 7 、学長遊や軍手

配 E鎮圧す3ことプズさき五めた‘η、ら。し打、し.ぞう Lた塁打我畳I:J-， 刀守酌危

鞍事者、じかけ乙l手安fきっ之いるから， 芝れ色降伏また伺らかグ1往生間隔lてょっ之
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長室主奇ゴれsけれほ:なら均， 乏し之を[1t そうまた、産17J芝朱ミ:あるのだ.ごのよう

吊奄力め作拘r.J-，主fzf.として，あ三品百のうえに江后Vしといる. そ川ゆえ，dう

る自主との号f:'五三三慢1}吋トゴ礼た広ら. 区‘らぱ‘らと~くまに亘」宙砕し之し~う乃、 ε

}竹刀、ら f忌1¥ので・2広三。

直ηE，t土会見えの{モ何回の尽力、σ1玉虫皇め -J賓として尺ごるかるかl手，なん

らかの色丘、殺島 E町制しとZうと街、みる法色の，主丈忌令頃点、と(.i3。極η 三こ実

力之 16-.. と・のように巴:dl¥:ざ札るのか? 'tk力kf.-.つzるとこ 3~力の〈ょう忌，
より実在的自力と愛広らf2:1 ¥切 さJS';刀、? JieHV'¥H ビー玉川口、，芝川民間mJ乃

tのさあり，雪ltrからただ1友生白にう件記‘工れ云"sのにほか、広ら TJ.I¥ 0 (国友〉

定力尽‘与之 3 た全手足序ó..言直と抑圧の也子n~. あミトを Hl ゆえ，を It\. 乏転!玄す

五F三Mに夜、聖子Bの/手，島大t仁左めざ‘して組)'1;1.'才以下三台rtt.到底 (-bうひとうの)?主

力戸与ので五 ，). 、2lH<:・(庵F呈的に〉ナ'n'G-のた一一一ごめよう広理部く広 l¥し

京晃〉のうえに 首[街吃と歪今智力投吏良されー母宅の草6p剤"ごころhちlf¥.た

(見Iてここ'3みら恥てい3.)。 しか L. 宿 η玉二のι:>に限定J的にI巴在す 5こ

と戸恩恵酌厄取程恥慢ζ札たそ三のさしか思いと亨 ;;;gらlず. 芝れらの対ふ rd:..

たとえ日皇をえて rptrtJ.J L たとしてら，ゆく申くは宇毛な結末をモ、灯、之丞こ

とを，尽じめ 17、ら的環されている二とにEる。

下霊力!:..ゑ 17から区又1¥しな l寸れほ九らない。

竜門 E君主力方、ちlDか っ長丈仇 ït::'ベ γ ト Id--.. 奄刀tr\.'〆潅f7~被~琶の 3 陪陀耳!

主権血して，降じめて広たらくこと否お玉だちう。望主力 f立与注f二旨して邑荏

に作用する皇燃す7・ と忠告三て-ミr~ f::、吉うか;そうだ、之す IIi..tJ:'，柔打の1'E聞にI手，

乏れか〈商取をいわ'([7主1¥ちの である介た、片.最t7芝同五胞のT畠写の関与か史奮

している. ー(モち三人，ゑtJ鬼気ををl(¥としと3岳写す Eこと阻むき五円れどち，

そのことは累11の'f11=c用方、ら序回リ le五存立札ており. 単に芝れに保弘Jしているた

す?応い。〉 をれl二.i::rL '2': .不量t7/~， 吃札E~哀ら九とす玉芭が直あのすすかれた

足元E 1 若手 し厄 trれほ二三の盲たた才して作伺すること芯ち~h~ l'\r:s.ずであふ

っきリ.権力め作用の定合尼，在.17E尚三琶の白1ざ、 0'13高知嘗ot-の在高Eこ， a

ぽみあっとい芸。このいみ忍. oζ、にのペ‘た脅;且1'J..... くち4 うと、千ぞのすぺての

旦佐的なム間関係rti''Zうをあ Dううち c工うに〉いくづろかは在力的さあう、 いく今1

fトは見灯Boe、あき，モ l¥乞d:.う。
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われわm，決ふつうE行と実行とE巳引しイらいのは， ひてつ lミ 1:1:，世 IJ1子、、し

「ま・しぽ実17ヒして7曳身」ずzからさあり ー Eうひとつ|三lユー車内にと r 尼う 3~手

の玉吉が、 皇笠こTれlてく l¥からで、あ三。 このうち向の4子、かん ，三万・・三とでわろ

モこしd:う。

芭ηとl手D'1¥r.z' 衿らしl¥こ之さ E町さ e7るいことち五芸から， 宇工色めいたる

とこ 3 に「官。聞してい~..， %:力!-;子， 紅色ヒ， (~ -z:.つの憶径一一定171主再一一芝乞

たら ~S のときあ~。有三17 爪、作用 9b 二乙か-年程 z ぁ 5 たクヘ「二， 人ほを1¥.tJ..'f.工今、

自厄 1主主を~~ミy.、た。 してい 5 ことを， 力、竺って度i!f.寸ご't1= la玉。音;重:.. -'，&， 島各

~ Q Td-(¥ 0¥芯， λTl'・芝方しにlHiす 3主主に!ユ主誌百今さあ')， をめかげさ-つ回、に芝

官(f宜T九〉仇岡高モT主E君、いえがくさあ 5う。 を才¥.1て比L之，干E主力の Id.たらさl立

むし三世客室主さあ三 11¥ら. 人 l手当の重苦仔長些〉の珂角~'r主主.~ぬす 5 ことの尽

うが''t毛与のだ。握力の rd- T三らぎが己れの 3声互主什しと己~tu亡臥たらいでい3-ニ

モこf7¥・E立mてもf守刀、れぬまユ;呈却され， あF-1iE自?なぎ村与え7等と資問σ1白計I的忍因

果主主主守あ~力、のJ うに. 住Z会こTれる。 (自~と lユ. このJう己単品問責握力

私存の く当直)長丈~tラのちある，，) 二のよう芯Eむ婚に壱ワ、17、わ♀すl¥ ど、σ〕ぷ

そフf忌τ主主力T之主守してそラ， 1主音σ1吉「能性択つねにひらかれて拐る。

在主力校存Id:tェ生の帯主主主ミデあリ. 人々かt捜丈生活し之ハ~ LI¥う〉全土全例事実性

E.f主うでのさ‘Jろさfミグ)(三， を孔か・"正当"なをのさめるという尺〈三、t-¥め慢怠E

|義主主 tr~oI賄の車内椋芹は H正当"をあジ 笠れにさE育行ニと凶"技勺!

|て"いる. といっ広色きあ五かご，加ょををの占う危i's急f二夜功Tl"J)三た、ちつか!

i? ちし芝れf).;'IEし(¥としたら.握力問宣告しえ外Eのさ‘あ"d(7)尽 を片山正
l 当<:'ぁg}p昆うにあ、l'でであり つまり，桂主力のタトに>乏}れとは組立Lた差嘩f犬、 :

たつ二乙に尽&0と、めrミう芯径η壬;..，乏の甚主のまえさ・lユ宿泊fじさ九五v、ら '!

; 引きジ在力 !'ð-， 自らに討す 3 室主主εx どめχぬちの尽のだ・ど‘めようfâ.~正当

.買たによヲ c-e，特定Cろ権η干支毎モ長信由に摂取りづ、汁きごと/立さ三G.I'¥-お

i d:芝嗣らがめ1匡打芳次芹が‘正当 11 ちあ~とす z 孝之大江. 虚偽芝色む.程力と

"正当" ~J昆色、/tJ，極17と切り I手息芝れた偽稗のIi正当" lI!!/ユ，無皇、U禾さ‘ あ~.o

格びつ¥¥てあ三除;e忌く. 権力と絡む‘つほ 11日 P敵、仏ぜ討の衰弱1t:!f:IB
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受託に依~しと をの閃喪主与之られ三しか思い。 つ~!)笠 L代lユ.電力校拝句

克也オ主 U主L邑α貝史y主コに与えら ~I\.た，刃何故命名 7泳三;.r.，~のだo ごごから勺f

の1時信正吾てと 5のlコたやすいであろう一一ーと、のユク広高庄であきうと1::， ~' 

の~うむ手j孟 3'dコ 3 うとÇ;， 芝 ~!\.é 11手当.， ~‘あきと断守、三主t吐息，料2!O)Î色;

|力基後習とす三mε厄けはは， 町民さ‘亘~¥ -

査η と果17~この間わリについて こんと~.rc; ~，ミミ~R‘門っさぎつ加でZh cエクo

在 171d- t原理工ヲ ¥ ¥た 5とてろさえηE員会」ざ立にう〉玉。 t~r討と7UT空障に A

れ巴"壱力かいはたらく-TetkJ.Cミララ〉つ三子、のよった括-r7'爪るだろ Jコ: ます・，干g-11

這tJ.;.・2ジソ ー ?史I手足にが・しかの定打色忠之. 自らtj:'干亘力を主f軍む圭五下二グ}の一定

仇手玉ミ E を己えてい~ tア. あるい Id直刀酌むオ元島(朗ちかC乃1巴位にある， 手下

E1芝芝之 L\~， 一誌の程煎左声し之 l¥ ;; I にあ、力、 th 之い~。 ついぎ，
主比
三ヨヒ

行1C:t<堤3人間(二の蓄のごとを， 二l与才1...7;.;¥ ¥が¥ 慌をすi~ (こでt:d: fa.乃〉 ηv・I¥ 

る。 直η首ひら詩電車打吾巴，対空17芭「フでど、のとEフ志行為主忌可パ‘きかに周して

程π 首òl 乏えてい玉き図 l~宇笠') ，̂'1Z.えらは1三之， 守主，育問蓋η君!ユ. をU1.1:::イ疋

うだ予う， íJ..~'7àら〆 を11¥1二?主的存1¥7立ち， 直令にど「 Z ~ì? ~う亘色〈二 T:J.\¥ 

く不王111ユ)号怠が‘立ちが立えてい玉の)"J..〆虚貨であ 3うから一一つa-1) ，権η

の1柔色p..， (影雪プ7-阪と要芯っ 2)最後とIJ:隈づ、<~かお怠に Fcr~ に右かいない

の2:'あa.o このように，程力関!系住曳打酌尾関阪へ Zつらげってあ‘リ. つ TG. I~

芝IX¥.に転理主しう;b、 と 0~(:r‘，キ量η めかく l代モ広ヨ正政f.L 1ユ.むきだしの呆円

以止令トσlt::のさId.、 白 1¥さ1;:;tr. 1 ¥か?!一一

たしかに，荏室内!'d-つ臥に実力に転駐しう 5幸のきあ玄， と考えた方向:d¥¥e

し?し.在17)d-， 広之つの主国的7戸支序 託金生用全域主支配すき京芹之し乙

T¥-II..していきのだ d 程力持汚11'"手意め熟聞に事忌lfJltにたとミ1:. ぢょうど生体ブf

東血z窪蓋とにct.， 之外侮nヘら自らをヰ子三ように. 在力秩序ロ自らを情認しぷ

う工す手。 乏の補終のために，干量η烹序l二L雪量17E業智1す 3二とかでき三 q この

ょう f二，雇ー力1Ji'届術的に同案内芝 Lて理会Lす Z二之、こ，寵fJ差額の全共向芯1主

賓と乏，閉して同い付与(¥。勧時の居間巳越が暴力一説的にほ

場'1zfの T革主~-にぶつ之ã. ;0'怠えると l¥う成合た E， と主防¥/.-X、今トの之亡 ζ 守、lユ，

握力庁ぐ王寺あ、再三態向にf骨内す喜 く易障をしヲ庁りとらえて 1，3)ことを ιか尽ち
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ある 3角ヰし刀、しtテち 3人ん豆いに.高 I~、 す言。と3民にまさ、見通し左与之ふうt工舎、宝f割仇全土民、|てEいさ自ら Eii骨子茅rず〉前提にしている。種η問、亡のように，

に知し之宮1¥の 3角ヰ(の阿古〉刀ずの二リ口く問末士孔ろこと f手あリえ Tr:¥t¥グ)P-・11、ろ(餌，1'¥i主自ら E与え1::けちしれ尽I¥阿野1主向主力校卑 f手して l¥ろときにr;t.

た之ひモこむ‘Lの 3白与たf-.二m縫うこ品 l志向万7し存い。( ~俗的百互下哉入) ， 民プ7たとえ口:¥〉からすでに十令にと芝品志壬恥でいるーーをの~tA条件~，

セトfa:~との l空空と今事件にちどめ こみ 5ろう二とをくリ 17、之してい〈内定、

むいはす、・2子

えとのふうに互 1¥め丁お宅段、こして依1)7哩.ffめ直17栽序同打、車3立aq芯 E112bや .マフ，

Eいに実存云I丈l玄e，.e:.勺たまさま散在し2'¥ ， ~ /-.... ωトにlユ、モこして t.とする粍程1ユ.ヰ立す7~怠: \-=. ，国立Lくあるい l手主主に担討fにしぶう〉E茎E乏プ (T...J:う

什応、hfミTKZ高士((7)時tAの妥交正ととrにあ五二ヱこと ，
000 0 00  

3俸の主主色性さあ玉。

これIdちc'¥.うと，ある。$;r{主主ちし、ムとの乞の主巴f三らさiS.i，.. ¥。

t ひとつらとつのす邑ヰ「手.喜入h二の二't.TK‘，し之 l¥弓.程η 芭と慢をη 菖とめあいだに2r.~というところO'li主力問尾市‘.を¥tL¥'p之ー

したtのミ E再「ヤ;j'¥...o"，戸な ζ白色すき tのをそ三i5-1¥.) とさきJb)jd.局間酌E手話戸乏であZ， をれlユ1廷号えをあり.Z l ¥三よ うにお之之 t.フ

互い'/);'互い!Ï. 1\ tJ・~I\に内容 E 与え.ひとな、との T事 r:Lにeかかわら手，

E. ~芭司、しあうように!ユたらく。

F史珪 η掲j言」め積極的色両貴志/芯尼いし.rJ.:后らぬ d 程内吉 tまた結.1e:TJ盲 E.

巧ei.1丈f淳(I皐うされら IO全伴之してモの色毛.宿打邑ほ在力言にkして意思向付 7垣間~c~~ してい吾川片さ、 t な\ \~者~~ア7 告

た生t犬、7鼻のこのようTa.草色白黒、二三、つは.ヘz::..民政をと (r"~ さ /.気ろう。包 31主η~t~t正直n J!t.芹に手T じ‘ご""、在η秩序に命告めら‘九守いちと国と、1主危にlふ，

ひとfさ品てて Lユつ。ひ Yこっ σ)i挙向~，単元邑な T足室崎生 Fぎ (Î モモつづさ 1 ¥ 2.ょうた尚として徒ξ侭Jtlナ1~ ~レ之めら IH之いるσ 権力間隔に均す三賞涯の庖色 1J.:，

息子7σ1息佳と 3詫の今ト〈芝芝.めい伺いめ J êWの金主 (a量抑7~お功') l'" 1)ヰィ〉をの二之陪.荏 1T夜 l羊a丘上げでまた在η芭八と(:t立之あげ2)力に自をさぜ

(主&りあっ F-=tのこの歩主要7生のとさ1平ネ豆に窒hあわてさ L c主う、Z.押し令を才L自はあ今之f.，屯アH亘免の帝臭'0-1d-.忌 1¥ 0 乏し之 ，屯 n周係ハαを混11¥

町民的II¥.0)色ごのような平工及g.W実7主駅のふうに昆っさし手う 3のき広三。1立と権力校l羊 E 司、主たて~ê.のをに z で豆す玉之いう二とち，在，3，17、z勺之‘

を礼忌Zきさのいみで:き人の3色モfJ.していしかし.色。〉自主主EJ)'あ、って['a..o 、之ご了与の集会'住の底ずに平良Cd:>' 3していて.んと‘ありをうに怠1¥"， B主力!ユ ，
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主閣の全路E1t主T下してくだけ)区色らぐ集金的思作用11~' ~ð<> ， 

r ってモ至近にあ ~K

61 

たつど畏1dリ、

たきたえ産力的荒立さ、あちげのようにJt-え三〈均〉争体I手，



こfて， ごの c工う に 芝畏ブl寸られ正信¥}'ヨ佐后勺陀同詰-nについて. こののちえ張

万六、さは'21札らがfL¥¥に友錘し，臨較し之 f乍聞す芸1ゑ色 につい e， であZ占

でち 3人 ，qで!二世朗して弘、いたように， ごれら作用打 fd-.l'む;玉、う〉今1析的

ヒ桁定ささ E官庁 DC1'l{三、かち， 芝れわf7.:.'号室慢のJ1E司(.η1玄かをは1之さEし之!ユたら

くにち 7予ぐいあ~ dい一一国首の問事能的江作用灯 3芭/i}い<f'孔t. 自Z字、的作用

打ε主色とし， をのヲえ にた勺 tめで・ 3司五以よ!手， '2)/'i.之周ーの~財信実LJ:... E 'L 

ëh' 可 Z やゥてくる二'2: 1亡広三:rろに，わ~ruÞ11¥.. (7)ええにJ.れな二く性〉的作

用17r手， 茎手酌にちっ'"2， .(主;色〉の f乍伺η 乙1百回、話むさ・あるようむ豆急に Lη¥ 

「手たらす忌 1¥c ぎた 産 17にしで t. く杢語〉ヤその尽17、， m: 'W <乃ゴ弟 ~7ミリ

た疋て，魚肉、八とおちらJくよう芯作用 17のl手Eらさ E飢在とし広 I¥ 7ユらぽーモ

の往左厄立た+-~ ¥一工会忌作用 η(!.あ三。 ごl-rtちの点についzふとこ星りはグ)I¥'・た以

よ二， とと tと聞きL年色句TJ:.f宅問円か・、蛍市もにの五Eさ‘ミさ2i1ラCろであ三乙 l¥ワCJ'J !手，

たかミいにE晶みあうた一系引の /く閣的R:.串隆 之負手て工 Sh三三とにつれてI-:J. -;t (:. 

に十角~~豆しがえら札之い言ことと墨おきおと、の二三れた主t.，T;}.為辛: I::J.... く

主語〉的主Fえか・・二肌ら国民包白芦作用内モ草色ゴぜ~f-t:六 2 ð>三。三村;呂志尾関

につい之 rJ 緑脅~ E-k:てることとし ここを尽雲点のみ Eの八“て 3←ょう。

明駒=喜二1芝千守為Id--.喜納をカロエする二と E亀じご くち詰〉的定在芝主主す

否ことか・さきる o をのよろにくちffi>酌定在E主主干す三のtj:..， ~にゆえか?

をれl手， ひとつにI手， そこかち岳践の宵為め保合関係主夜色イにするため2:'eらリ

心差異をつかっ. 1三どの仕方が乏礼さ・ di~ ). るつひてつにf色村馬町:皇会関

係主位県~'I:このあいたーに，レl 旧 f江戸空庖1自にヰ定、丈す a ためであ ~o をこさ、き‘匂く

f二，くz琵>酌主任I広有為の規定困としてはたらくことか‘さきる。く主語〉

自主frl手. 1守おの環丘芝.をの h資金・主色関係の支mK~什して現史すきの芯あ

るか(、， 芝二さき狗 tヲとを注目し Eけれf立与ら厄 1¥0)Iユ握力示、， く古語〉酌

皇在を荷主自ず ~ð う1;J.. j売会さ‘あ三う

洋二こ苫色設にあ、いているのは，品、器モ t7‘兵器とかいった.将ヨヒ17の乾留7に帯、し

てをれに直搭閤与'9るょっ主主‘ くち話〉的定圧のあり/)Z; t引手い。軌・関一一主

主こし Z自然、打仁志いし塁打) I三訴えて(~)昏岱E拝殺しぶうとす z 莞旦酌沼努

63 

打ーーのぷう E マ舟にl烹して l二人担寺とのん十七/前主問弁;.'tdl三5芝られ之いて.

巳生(7)生広， 'l:こしての全一け哲三王立た定宝的に夜間して 1¥ ~ ~二0) 4 う芯点色め‘

くち昂 >-El勾定正の f乍同研 1包1¥について!7J... <t:帯必!:J克1\の白 ~b、Ì::>~空宇乏!itl勺

:?>.込号があ 3うTY，くさまち〉肘定圧の:.fs<.色fタ，よ芝生理芦1がらずヨ胃予・犠争均

の主雪む干主三官、あ22ことI'd-. たしか5あ 3ラ。

く言語〉酌定5.1広 自主主情 εしく Id.-t，也剤、日勺忍ヲヲ宅/博7主主の =γスマム E.全ι~

の広かと也兎ゴt1:.2， J完全の， 司会主主民宿l切l，¥i:こつをた与し之 t¥玉 o (た X之1:1"，友

1全，支えや々商品 '辰巳高広むtテ， く畠詰〉酌き丘町索引めLAE長とにうえれ三号

のであふ〉 二こを， とみとむ. ~めの主/協定 j周魚に窪刀Tl-:'/1ì乏す dÎ良色にfユ，

を二に高壬苫弘主εか'う din.~のだ〆 乙老之 5川ぷう。命主管:t'13三L、立ら|こJ'd-， をの告主

治手ミ馬~・ 5る~~亡 3の，賞主 1草) fd..雇主力校芦手fス、くわ札引U¥.の主主 Eふく司~~三

主的〉社主宝周の広かにつ d+r.:.'-g，分業 /10/莞 σ ための ~~之マム~ ~2i o この

ように表芹づ、 /γ 写れぎこ ~I三斗勺之.主主的怠行為 x í7 =Zムかろう肝だこ1山

ち二之に怠三;.<蓋語>酌定在/五をl{\か在77'+主存の走物さあ~l: 1¥う1¥Jt-δ，

すむにをのちD't二千そ分程trEpll..収してハ三回"Z...lf¥ゆえ，このd.う尽くち誌>酌

史;::-rJ--. F.-t-~去の提昨住を庁長しc ëJ示、リ 行為q捜五ceっと t在主力的に作用し

「百三どめる 2・ ~'3う。乏臭忘いし手長時之しての資脅さ・， 科医狩=表現ラマ鳥cヵみを/

博主主/ス干ム「二移入し，と之m白島強固怠往生白規荏'区と t之自ら E再主差しは

じめる，く邑持〉的支配のあり方く‘J33レ¥1.弓‘同じ、ことだかー乏のようTJ..く

主語>助主在を存在't.して. 1.呈干~Q)Jj 1;)'で、・岳己 i宣許7す否メし均ーや浦夕方ι17=ヌきムの

作者〉ラか\篭去とよほ・片1，~t5のめ実態で、あ三由貿辛の作用広くち語〉おき巧

3... fJ..守なら. 場合酌存ヂf為じろ現在ECi:右志喜堤表的存fd-l三らミをどあ iるか770

l2 l Z をけ\tð-，:t;- ち三ん色η 酌'2.J)~~し 1三がっ C ， Itフ肌HJ机力('資本能のよ璽

1=r E. 吃 L てまた ー とリ~f)けをめ官~領命ヒ特玩志理付;>-..17 ェス-ム E. 島問-;r

予想合 1三尽 をLれE 、く邑話>と在プ7L c')主志向存作用 ~L -z.. dナ之れ く八、、:r

Bめ εぁ ~o

くさき詫〉的主泣くE常的E誌廷にE!TJし2.E主う忌ら止¥モしろ e事初、)J;r，.， 

屈辱体的存作用ア7をのt(7)の定存住さ、あち。二川区.詰々の作用門に材(之/O-.

閉岳1主的にあき亡とによラ之， ~主合" 主の，乏 l ざ まま三主任G)るご之によヲ之，

6与



跨同一空間牲の.危市街ロイ〉トヒし Zfd... ï=らくことがで1 ゴ玉。ず定わち . を~/1

!ユ dλ 々の夜J更の張新 E 宅}trたつ 1~直したリ ー 隠居吾したり， ーーー--;r J. '闘与

f主的7';j.f￥国主主主のきあ三 o

くち昆>の色直7夫、.ひとひ‘とのあ!¥ rz'~広ヲ之 7百互作用互供イヤす弓主0)<さあ

2>-(ご1立っ之，市 lllJh 川;J..ょうャくJ;lïEグ~匡史‘の 23碍 E~得することがさ

さ2きとさつでct¥ \だ三う ~g宅と Ið-. むと ú‘之の互主主的存 ~lをに与えら\.ft b-. 

宇土全の夷九百 X ネ司丹下ざろうかち。わl刊 bHLkユ 二のくちま琶〉的玄在E介 Lで，

F 事柄のス〒~!\，ごJ;~ ミエうな匡史的規丘芝.手に¥臥るのだ。乏のう之に

立ち.え 二!t二千有為江人と でぢ ~HコLll 陥 H\. 広ー 医受信切宣在乏笠とき ~o 歴空白兎E左手，

包会、の良住め虫干~-t手，作品目芦DíE さしきす 5 たさ~C)凡fir'~八 E二昆ú:. し， をめ容

を旦lを的に多\~\，fヲ tきとご三に，時、立し 2 く ~o

一一二のように，閣息伴ぬ忍作隔詰7J./)接持E乏なしてく3.ニ之さ、， fb W¥.ln 

l-!tはい三¥'. (諮1宣的危人之・紅全王L専の巴令にやや酌7しZ-&え止、)ft業拾の，

祖母号訴o. 匡史研支の，乏し Z資手刷誌の，とは・くちにまさ.:[しかかったこと

E しるめ Z'ën~。二 U' \ ちの伺馬、とつい之 n.... 向く · bC. 号室盾\S~'I 仇作交の活か

さ烈三ペ、く誠広可 2と Lふう。

オド

本 当ド

われわ lH 肘l-~工的八ドぎたりd=.た今 7急らをつづ、 1¥て R用(セ人と)す 3、間

身障的作用門論の室町長主.U 'r..二 Zで、零併しようとするならぽ，つぎ、のように

色之1;J:'よれだ、否う:

:
t

，rE
t

、B，，tt
、1
，ー
、1J
f1
1

、1J
r
h
¥
}
J

(6) 注全 l芯， 眉島 l第尉忌作用語力 l二よ勺乙手長ら m.皐岱め

主工司、から@.d c主うTa-. ~で号室閣 2、 あ三p

，-、、、ー，、、.../、、』〆戸、、，一、ー、、}~~、---・-

担との!徒会之島週rn'"， 与三喜ペ嶋き E記号室聞論Jた茎主的思菅?芭E与え芸去のさ

あ3Zとl手，いきや主わめてすt¥pqいどこ 3をふ弓う d ととLII.(手，在全E記号室三

65 

閣とし之モ守Vん干蓋菌、す〆¥1'三fこ乙，た号宝朗0)尽6'Z.、 l手在宅手隼7ダ足~島問的作用:吊

門によ弓 Z 互いに前主Jd.:れ之;町三二乙~.のぺ、之 I ¥ ~~めたし広. このよう尽仮

投巴 Fとつ"記号笠}þ'~'・il" ，ひとつα立点在尽す Eのと億千五o l'配号室間品"

の企て三一連の企Jtr五 あげ.ご二の各空ミE千十tこす三た巧の1;0>た't.ちっ之ピE

t ¥ <> (あ・巾 U一一 |ワ5';t;l:)

C三〉
この詩文仁ついて./前沢t=FI1，御室、厚し討母電、，をの尺チグ3)'、聖人付乏の常、芝官南三子、

いた尼‘円三めTJ.G. {芯存匹目宰l'さすοtしよ3し門Ui..O:'， 下記八あ舎で7下二f

T~多錠急時期末~G"下呂 q 一位

碍爪丈三院

がIb7--2':;乙叶0ヨo (夕刻以降指令さと)

66 



文献

庶民P又構:

布忌R士三~

工979 r長'話作新孫3・1fr1/包」， Fソラズロコ呪辺 3:

200-2工8.

1975 r親方医・完友・註乞ラ之〒ム一一人喝嘗的

交守主I霊協の総理とそのF弘子長一-J，F域三え反R

~Eñ-奇~ 1:工三-2与.

工977ar;性問芸品(予措 b，(王手証表). 

工977b rく虚偽情約十主〉主主~<"って"" ，(未契ゑ). 
1977c rT/Il工品の自主量一一「壱主主的宝7三ム蒔・をの

I一一..J.， (手提表). 

1978 r /... ~'r-亀高itb ，(末記長 ) . 
工ヲ79arくささ主〉、夜行為誌の芸事項図(1)..1，I? 

』上揚占 30:20-29.

工97ヲbr記号室闇=託金.J， (未発示). 

1979c r[l言~'lC L 之の貨幣(tt¥7 ) ，.t， G' γvォロユ竹之

占 ・3:工工6-121.

工979dr積足人主事L写のう51玄:1， (宅寝表). 

197ge r き誌ト-r~ム玲攻判のEめの 2軒高/ー

l-.J， C未発表). 

Husser1，司d[!J.Ufld 1947 I Catt包sianischeMeditatioceユ

:・1er1eau-Ponty， 

:lUS se r lia:，a 工:41-183. =工967相棒弘
tR.， 1'"'干、ア7}レト的也事安心回世界平の名畜D51:

工73-353，中旬芝公古手指名ι.

['b.u.rice 工969 La prose du mOi:de， Ga11i-

r.1ard. =工979 浅滴・静珪・フ回天王疋，尽芭来

的酔註占，許可す'吉旗・

国土隆司 e 存s;g~.1r野美手王争 工979 r平話の邑括的格守主，J，1S

向田F呈三三

豆8sF:己

主;r;吾 ~ 8-6: 85-93; 8-7:79-88; 8-8:67-

76. 

工979 r託金ヰモメF司工一一也監慰霊孟をbφって

一一 l?yVつ干ロ:::1r，ZeJ 3 :工76-197・

工979 í作為C乃提号檎t\，.l， ffγ ~Xロコい之耳目 3:

工22-工33.

67 68 

Nittgenstein， Ludwig 1953 Phi1o.so じhic:J.1Investi守3..:iOL8
( =Phi1os 0 lell isc he Un t e l'SUC hunse n) ，. 

Easi1 B1ack'l，e11. =1976萩 4怪 忘事疋，
日宅学夜ta(全集界3主)，丈修F乞室庖.

凶事長 工979 f1:昆宣乏の秩(~''rし之の誌も.I， ~γvオロゴス

CJ 3:工己0-175.

CN 8斗 HASHIZUi.;:E， Daisaburo 

芸 工70.ー C Otilp工eted 1979-9-30 

copied 1979-10-5 


